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  タイで英語を学ぶなんて考えられない！なんて人も是非、最後まで読んでください。 

きっと、タイで英語を学ぶのも悪くないなと思うはずです。いや、むしろオススメします。 

 

〇 現地学生との交流 

タイで英語？なんて思う人が多いかもしれません。私も初めはタイで英語？と思いました。 

公用語はタイ語だし、ネイティヴと違って完璧には程遠いし… 正直、不安の方が大きかった

です。しかし、この非ネイティヴという点がタイ英語研修の大きな魅力です。タイ研修は、 

現地学生との交流が非常に充実しており、授業後は、多くの時間をチェンマイ大学の学生と 

過ごせます。お互いに母語ではない、完璧ではない英語でコミュニケーションをとります。 

間違いがあるのは当然で、一緒に英語を学んでいくことができます。お互いに英語を学ぶ 

大変さを分かっているからこそ分かり合える部分が多くあったと思います。タイで英語を 

学んだことで、英語とは世界中の様々な人と関わるために必要な価値のある道具だと強く 

感じました。 

〇 文化 

行ってみないとわからないとよく言いますが、本当にその通りです。今回の研修に参加して 

改めて実感しました。タイと聞いてどんなイメージを持ちますか？私のイメージは、タイ料理、

仏教、ムエタイくらいでした。しかしながら、実際は、想像をはるかに超えた様々な体験をし

ました。例えば、交通ルールが皆無、道は汚い、屋台たくさん、物価安い、愛国心など、あげ

ればキリがありません。行った人にしか分からない数々の衝撃的な物、経験があります。日本

という安心、安全な先進国にいると決して感じることのない発展途上国ならではの文化を体験

できます。世界は広くて色々な人、文化、環境があることを身をもって体感しました。もしか

したら、そこには人生を大きく変える出会い、体験があるかもしれません。 

 タイでは人生に影響を与えるような、素晴らしい夏休みを過ごすことができます。 

 

     


